
 
 
 
平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
平成23年3月期第1四半期につきましては、包装資材事業は雇用不安・所得環境の悪化から個人消費が低調に推移し、ま
た消費者の節約志向、低価格志向がさらに進むなど、厳しい事業環境が続いておりますが、個人消費が堅調な食品分野
および日用品分野の売上は好調に推移したものの、化粧品分野で落ち込んだ樹脂パッケージの売上が回復しなかったた
め、売上高は微増にとどまりました。精密塗工事業は、一昨年秋口以後に大幅に落ち込んだ受注は新規客先および新規
分野の開拓により一進一退の状況が続いておりますが、安定的な受注・大型の受注にはいたらず、売上高は減少いたしま
した。利益面につきましては、当社主力の包装資材事業は、コスト削減に取り組んだものの、定期品の改版が相次いだこと
で、中長期生産計画に基づく計画的生産が十分に機能せず、生産に一部混乱が生じたことなどにより、製造コストが上昇
し、採算性が大幅に悪化いたしました。精密塗工事業は、各種のコスト削減策を実施しているものの、売上の減少に伴い、
利益が大幅に減少いたしました。平成23年3月期第2四半期累計期間および通期の業績予想につきましては、当社を取り
巻く経営環境は、引き続き厳しい状況で推移することが予想されますが、当社主力の包装資材事業に生じた生産面の混乱
も落ち着きを取り戻し、精密塗工事業の受注も徐々に回復し、売上・利益面での回復・向上が見込まれ、また、生産効率の
向上、固定費の削減等により収益性の改善にも努めてまいります。しかしながら、当第１四半期で大幅な赤字を計上したこ
とにより、上記のとおり第2四半期累計期間および通期の業績予想を修正いたします。 
 
（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によ
って予想数値と異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,100 80 70 20 3.59
今回発表予想(B) 5,000 △95 △100 △95 △17.05
増減額(B-A) △100 △175 △170 △115
増減率(%) △2.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

4,853 42 33 0 0.01

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,500 240 220 80 14.36
今回発表予想(B) 10,200 45 30 0 0.00
増減額(B-A) △300 △195 △190 △80
増減率(%) △2.9 △81.3 △86.4 △100.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

9,635 △6 △23 △41 △7.39


